

























10 代 3 0.6
20 代 18 3.4
30 代 35 6.7
40 代 71 13.5
50 代 111 21.1
60 代 211 40.2
























































性 174 人（33.1％）、女性 325 人（61.9％）となっ
ており、女性受講者の割合がやや高い。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。30
代以下が 56 人（10.7％）、40 〜 50 代が 182 人
























































２- ５回 213 40.6
６-10 回 112 21.3
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・（土）の講座ですが、AM10:00 〜 11:30 の方













































































































































































































































































































































































































20 代 9 4.5
30 代 4 2.0
40 代 7 3.5
50 代 22 11.1
60 代 91 46.0












































2-5 回受講 69 34.8
6-10 回受講 46 23.2
































































































































































に大学からの郵便物 120 人（60.6％）、Web サ













































































































































































































































































































がMoodle で Brawse できることでかえって学
生は授業に重きをおかなくなっている。多量の















































































































































































































・大変 energisch な先生の lecture を毎回楽しま
せてもらった。Powerpoint を使わず黒板を縦横
に使いポイントを図解していき、また要所要所
で関連知識をはさみこむ tensionの高いクラスで
あった。家族の都合で補講に出られず最後のご
挨拶が出来なかったのが残念である。
・新聞記事の特集記事のコピーを配布するなど
わかりやすく説明をされたが、新書（１冊）を
ベースにしての講義であり、やや物足りなかっ
た。近現代日本史の講座開設をお願いしたい。
・知的好奇心を満たしてくれる授業内容なので
納得しております。もっと多くの発言があった
ほうが良かったのではと思いました。せっかく
先生が「質問」や「意見」の時間を設けておら
れたものですから。口頭でのやりとり、意見交
換を期待したいものです。毎週いただく好資料
にはありがたくただ感謝いたしております。
・元来、歌うことが好きで受講しました。楽器
演奏は経験がなく、よく理解できず授業中はた
いへん苦労しました。先生とは「音楽談義」も
することができ、幸いでした。アットホームな
雰囲気はたまらない魅力でしたし、先生の存在
感、指導力、および躍動感には感服いたしました。
「音楽」は私をパワーアップしてくれました。学
生さん達と一度歌いたかったですが、残念です。
・日本経済新聞の記事での説明は大変有意義だ
と思います。
・富大には、海外からの留学生も多いようです。
ボランティア等、役に立てることがあれば良い
のですが。
・募集要項の案内冊子
・英語でのコミュニケーションについて、スモー
ルトークなどの会話の始め方や本題に入ったと
きに相手に正しく理解してもらうための説明の
大切さなど、日本人に欠けがちなことを活動を
通して学びました。ホームワークは同じテーマ
の複数の形態の中から選ぶことができてよかっ
たと思います。授業の中での活動を通して、学
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生どうしがより親しくなっていったのもコミュ
ニケーションのおかげだと思います。
・講義の内容は私にとってはややこしくて難解
な部分も多くありましたが前回の内容を復習し
て次へ進んで下さったので良かったです。また
新しい内容に入っても以前習った内容を再度説
明されていねいに進めて下さったので「あっ、
そうだった」と思いながら学べました。講座の
終わり頃にようやく面白く感じ始めたに・・・。
また機会があれば受講したいです。
・今まで知らなかった事をたくさん知ることが
できました。自分でテーマをさがしてレポート
作成・発表する進め方でしたが大学生の方の見
方、社会人の見方がそれぞれで、それぞれ視点
が違いとても興味深く楽しく参加できました。
自分の発表の時は正直大変でしたが1つの事に
一生懸命取り組む大切さを学びました。知識も
増えるし若い人たちと一緒に講義を受けるのも
とてもいい緊張感があり、リフレッシュもでき
てまたオープンクラスを受けたいです。
・難易度のめやすを参考に選択しましたが、理
系学生のための「化学」であったせいか、高校
卒業から半世紀経過し進歩が著しいせいか、内
容を理解するには困難であった。自分の期待す
るところからすると、教養教育の「化学物質の
世界」の方が良かったのだろうかと思う。
・韓国語のオープンクラスがあると受講してい
ますが多様な日韓文化比較を知りたいと思って
いますので、韓国語を主教材にした講座が増え
ればいいと思っております。
・公開授業の中で以前、授業科目としてあった
ものが、現在受講出来なくなっている課目につ
いて、受講することは可能でしょうか？宜しく
お願い致します。
・学生よりもオープンクラス参加者の方が意欲
的で活発でした。学生と一般人の交流も願って
いるのですが、なかなかそうはゆかず、残念です。
教員が素晴らしかったです。
・社会人になると年齢や経験を重ねるにつれて、
若い頃とは違った興味が出てきたり、今だから
こそ必要だと思える知識もあります。若い頃に
は気付かなかったけれど、学んでおけばよかっ
たと後悔することも出てきます。学べる機会が
あれば学びたいと思っている社会人はたくさん
いると思います。ただ、どんなに学びたいと思っ
ても、もう一度、大学生として学び直すという
のは、時間的にも、経済的にも、余裕がありま
せん。富山大学でのオープンクラスは学びたい
内容の授業を週に１時間でも学べる。本当に恵
まれた機会だと思います。学びたい人が何歳に
なっても学べる環境が整っているというのは本
当にありがたいと思います。ぜひ、また受講さ
せて頂き、知識を深めていきたいと思います。
今回の受講は、偶然立ち寄った北陸銀行支店に
置いてあった募集要項を手にしたことがきっか
けでした。オープンクラスのことを知る機会が
もっと身近にあれば（新聞の広告等）ありがた
いです。
・質の高い講義を受ける機会に恵まれ、感謝い
たします。これからも、このような機会がどん
どん広がっていくとうれしいです。
・講義の structure がしっかりと構築されてお
り、話しの流れ、補欠資料とパワポによる拡
大表示や画像、毎回の assignments が非常によ
く工夫されていた。毎回の assignments が即採
点、feedback されていたが大変な努力を伴う。
学生にとっては大変学習効果があったはずだが
先生のご努力に感心していた。授業はをactive…
learningを実施されていた。学生間の level に相
当なばらつきがあり、一方的講義の方がはるか
に stress…free で進めれるにも関わらず、最後ま
で手間、暇のかかるactive…learningを実行された。
学生に残る印象は強いものであったと思う。講
義は大変興味深いものであったが、これは先生
の教え方が素晴らしかったからと思う。
・一般教養も時代の変化とともに内容もさま変
わりしています。今回は「社会学概論」を受講
しましたが、先生の配慮がうかがえました。特に、
「老いと高齢社会」（11/10）の授業は私たち高齢
者（２名の受講者）には大いに役立ったと思わ
れます。今回社会学を学んで、昔に学んだ内容
と比べて変容しています。私たち学生の時代に
は「老いと高齢社会」「エスニシティ、国際社会
学」などはなかったと思います。団魂世代とし
て新しい時代をどのように生きるべきか教えさ
せられました。更に「老いと高齢社会」パート2
（ツー）があってもよいのではないかと思ってい
ます。授業中に紹介いただいた『老い衰えゆく
ことの発見』（天田城介著）は大いに活用してい
ます。ありがとうございました。
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Ⅲ　オープン・クラス教員
　アンケート
・学生と市民の方が、授業をきっかけにして少
しでも交流がもてるようになると、双方にとっ
て良い刺激になるのではないかと考えます。
・学生向けに難易度を下げた場合、一般市民に
満足してもらえるか心配です。
・一般に受講者は向学心の高い方々なので、本
学学生にとってもよい刺激になる。
・一般市民とはいえ、受講生も大卒の方がほと
んどで、ご自身でも研究心を持って学んでおら
れる方が多いので、学生にとっては良い刺激に
なる。学生との間の、前提となる知識の差が気
になる。継続受講されている方と、初めての学
生とでは、前者がどうしても知識の上で先を
いっていての授業のバランスがとりにくい。
・良い刺激になります。
・市民の方の熱意が学生にも伝わるとうれしく
思います。
・特に違和感を感じていない。むしろ、受講者
にはよい刺激になるのではないか？
・若干名であれば、特に問題はない。
…・学生には質問をしないので、一般市民から
質問が出てくることを望みます。
・教室での講義の受講は、学生と変わりがない。
学生と交流する場は用意してないが、学生が発
表する際に意見を述べてくれることがある。
・3名の一般市民（高齢）を受け入れと、人間
発達学部の学生を主に受け入れて授業を行った
ため、日常生活に馴染みある食虫毒や食品製造
に係る内容を実施した。授業内容として身近な
題材で行ったため、学生や市民の方々に理解さ
れたと考えている。本学学生と一般市民が同じ
教室で受講する形態は、比較的良好であると感
じた。
…・素晴らしいと思います。勉学の熱心さには、
頭が下がります。
・例年通り、学生にとっては学習の上で良い刺
激になっています。
・とくにありません。今回、180 名あまりの学
生の中でオープンクラスの受講生の方が 1名の
みだったので、もう少しおられると学生にも刺
激になるのかもしれないと思いました。
・オープンクラスは、一般市民にとっては、利
点が大きいと思われます。一方、本学学生にとっ
ては、科目によっては、講義からうける効果に
マイナスにはたらくと思われることもないとは
言えないように思われます。一般市民にとって
は、興味本位で、興味のあるところだけ受講
し、興味をもてないところは受講しなくてもよ
いが、学生にとっては、自分がその時興味が持
てなくてもマスターしておかなければならない
点があるからです。特に夜間の２限続きの講義
などで、一般市民の受講生は１限目のみ受講し
２限目からは受講しないで帰られますと、学生
も２限目を受ける意欲が減退するのではと思う
ことがありました。
・アクティブラーニングによる意見交換の場面
など、学生にとって新鮮な意見をきくことがで
きて有意義であるとおもいます。
・熱心な受講生によって、学生に対して学ぶ意
欲の増進などの点で、よい刺激が与えられるの
はいいと思う。反面、受講生の方が積極的すぎ
て、演習の授業において主導権を握ってしまう
ことがある。あくまでも主体は学生なので、受
講生にも学生にもメリットのある授業運営を考
える必要がある。
…・本学学生と年齢的ににも、受講意欲的にも
変わらなかったので、特に違和感はありません
でした。
・今回受講してくださった一般市民３名は本学
学生よりも勉強熱心で、授業中の質問も積極的
でした。それによって授業理解が深まり、本学
学生にもいい影響を与えていたように感じまし
た。
・学生と一般の方が一緒に学習することは双方
によい効果があったと思います。学生も、一般
の方の学ぶ意欲や真面目に宿題に取り組む姿勢
に刺激を受けている様子でした。
・地域社会に貢献するという意味でも、公開可
能な授業においては、積極的に展開していくべ
きだと思います。一般市民の参加は学生の刺激
にもなります。単位を必要としないことによる
問題点もあるように思います。
・一般市民の数がもっと増えるとよい。本学学
生と一般学生との間の意見交換などの場を設け
ることが可能となる。
・多人数の講義での受け入れであったため、手
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厚い対応ができず申し訳なかった。
・大クラスでの受講になりましたので気の毒に
思いました。
・現状のままで良い。
・受け入れる人数が多くなりすぎなければ、良
い制度だと思います。
・一般市民の参加が学生に良い影響を与えるこ
とがありました。働きながら勉学に取り組む姿
などにより。
・急な休講などが生じた場合、学生への休講の
連絡はどうにかなるが、一般市民への連絡は、
スムーズにいかないのではないだろうか。対策
が必要であろう。また、時間割上、月曜日の授
業を時間数の関係で、例えば、水曜日に実施す
る場合、一般市民の人が出席できない場合が生
じてしまうようである。
・今のままで良いと思います。
・今後も、従来通り広報を広く行って下さい。
・授業資料（PDF 文書）をヘルン・システム
の掲示板機能を使って配布しているのですが、
オープンクラス受講者は、メールアドレスが登
録されていないのか、送信先一覧に現れてきま
せん。一括メール送信ができるように更新して
いただければと思います。
・演習や実習などの積み上げ式の授業ではオー
プン・クラスにするのは議論があるかと思いま
すが、講義系の科目は基本的にオープン・クラ
スでいいのではないでしょうか。
・本来の学生の受講にマイナスに働かないよう
な工夫が必要と思います。
・よい制度だと思います。一般の方により広く
知られるとよいと思います。
・オープン・クラス受講生は、関心があって授
業をとるため熱心な方がほとんどですが、単位
を必要としないことから、レポートなどは提出
しないケースが多く、授業への取り組みにおい
て、少し差が出るように思います。この問題を
どうしたらよいかについては、こちらはまだ対
策をたてられておりませんが、何か考えられて
いるのでしょうか。
・いっそのこと「もぐり」歓迎でやってはど
うだろうか？いや無茶なことは承知してます
（笑）。
・特に問題や要望はございません。個々に感想
を伺いましたが、特に問題などはないようです。
もっとも、受講者の不満や改善点などの意見が
そちらに寄せられているかもしれません。そう
した場合はお教えください。指摘を真撃に受け
止め、改善に努めたいと思います。
・受講生のアンケート回収後担当者に渡した後
に、担当教員からのコメントを求めるようにし
ていただきたくお願いいたします。
Ⅳ　おわりに
○　すでに確認したとおり、公開講座、オープ
ン・クラスとも、今年度も好評のうちに終了
できた。講師と受講生双方の教授 - 学習努力
のたまものであるといえよう。
○　大学での学びは、個人的なものにとどまら
ず、広く地域社会に浸透しつつある。例えば
「地域に入り地域に生きていますが、富大講
座は私共にいろんなヒント、知恵を与えてく
れますので有り難いです」「地域に帰って公
民館活動等で実践したい」という声があるが、
このような傾向が今後とも続くことを願うば
かりである。
○　他方、学習者どうしの交流の場がほしいと
いう声が例年絶えない。「受講生と茶話会の
開催。受講にあたって他の人の生の声を聞く。
その他受講生を通していろんなきっかけがわ
いてくるだろう」「休みの時、例えば夏休み
中や冬休み中、生徒間でお互いに知る機会が
なくて残念でした。交流の機会を多く企画し
てほしい」「他の語学講座の人との交流会（年
に一回）、先生との授業以外での交流会を希
望します」という要望がある。今後の新規事
業の開拓に励みとなる意見である。
○　さらに、学んだことの成果を確認・発表し
たいという声もある。「これまで学んだ歌曲
のいくつかを皆さまと一緒にステージで歌っ
てみたい。学習発表会のようなスタイルのも
のがあるといいと思います」など。前述の交
流会が実現するとすれば、その場を借りて成
果発表をおこなうのもよいだろう。
○　従来からの「受講生オープンサロン」に続
いて、ゆったりとした学びの空間を提供しよ
うと、「アカデミールーム」が設置された。
今後、教育活動や学びあいの場として活用さ
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れることが期待される。「公開講座の参加者
のために２階に自由に使える部屋〔サロン〕
があり、公共交通機関を利用しているので時
間がありすぎる時などに使えるので、本当に
有り難いです」という声もあった。
○　「私は高校卒業後、大学に行きたかったの
ですが、その方向に進むことができなかった
ので、オープン・クラスは自分にとってとて
も新鮮でうれしく感じています」という声が
ある。このように事情により進学がかなわな
かった人々はかなりの数に上るだろう。そう
した人たちの学びの欲求をかなえるような、
開かれた大学づくりが求められているといえ
る。
